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Three Reports on Kabylie in Algerian Newspapers in 1938-1939: 
What motivated a Kabylian teacher to become a writer? 
Etsuko AOYAGI 
Kabylie is a region where the politics of civilization and assimilation was pushed ahead under the 
French colonization. 1n the end of 1938 and in the spring of 1939， three reports were published on 
the three French major newspapers in Algiers. This paper undertakes cIose examination on these 
articles written by Rene Janon， Albert Camus， and Roger Frison-Roche， especially taking into 
consideration pictures that appeared in them. By picking up characteristics of each report， we wil 
clarify the cause for which a Kabylian teacher Mouloud Feraoun started to write a novel of 
















ダルジエ~ 3 紙、 1938 年 12 丹 12 日 ~25 日、計羽田 Qanon 1938) 
2 )アルベール・カミュ執筆「カピリーの悲惨J~アルジェ・レピュブリカン』
紙、 1939 年 6 月 5 日 ~15 日、計 11 回 (Camus 1939)4 
3) ロジェ・フリソン=ロシュ執筆「カピリ-39J ~デペッシュ・アルジヱリ
















































自然の賛美と矛盾の強調 1 さと官能性......J 
2 12/13 1・2
「カビリ一人のいないカビ
人口過剰問題、出稼ぎ l リ一地方......J 


































































































































3 6/7 l f極貧状態J(つづき) 配給の不足について l 
4 6/8 1 . 2 「侮蔑的な給与J 低賃金長時間労働の実態 l 




6 6/10 1・2「医療J 医療の不足 2 
7 6/11 l 「教育j 学校数の不足と豪華な学校の批判 2 




9 6/13 1 .2 「政治的展望、共同体組織jカーイド制の批判 2 

























第9回:⑮「ウマルの役場j ⑫ fウアディアの市は毎年 7万フランの売上をもたらすj























































































































市に出かけ、村はこの日女性た 交や情報交換の場である「市Jに 2 
ちのものになるJ ついて
道路は常に繁栄をもたらす。道
































































































































































4 カミュのこの記事の文面は以下に再録されている:Camus 1958 (抜粋)， 1978， 2005。ま
-17-
たカミュの新しいプレイヤード版全集では、 Actuelles111 (Camus 1958)に再録されなかっ




















11 たとえば 1936 年には『労苦の男たちと歓楽の娘たち~ Hommes de戸eineet files de joie、




12 Levi-Valensi 1978， pp.267-276.この要約文の影響力は絶大で、楳木 (1985)、あるいは
Camus (2006)の匠名の序文ほか、信頼のおけるカミュ研究者AndreAbbouもジャノンの





















独立を自指した「アルジエリア人民党J(PPA， Parti du peuple alger冗n)の結成は 1937年
である。カピリ一地方は、とりわけ PPAに対する支持の強かった地域である。



















の追求を標携する新聞であった (cf.Camus 2006， vol.， pp.854司856)。厳しい検問が続いた















にした作品などを書いているが、代表作の一つ『ザイルの先頭者~ Premier de Cordeeは
1941年 1-2月に『デペッシュ・アルジェリエンヌ』紙に連載された。
23 Feraoun 1950， p.176， 179 (邦訳 p.202，205); Feraoun 1972， p.121， 122. 
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